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　　皮膚疾患と副腎との関係は古くから言われて
V・るが，病理紅織学的にこれを明らかにi、たもの
は甚だ少なV・。ただ生物学的，物理的叉は化学rl抽
出索，更に叉ホルモン療法の結果から各種皮膚疾
患，例えば乾癬，天売品（大田1942），脂漏性疾患
（小島ユ942），　アヂ、ソン病（Halpern　1927，　Leschke
1928，榊原1930）等におV・て｝中腎との関係が推測
されているに：過ぎない。
　　最近ACTH或はエピネフリンの注射によっ
て起る流血中好酸球数の減少並びに尿中尿酸排泄
量の増加から副腎皮質機能の欺態を窺う簡軍な高1」
腎皮質機能検査法（所謂Thorn’s　testl）21り）が號1歯
して來た今H，これを慮川して皮膚疾患と劃腎皮
質機能との関係を：究明するのもあながち無意義で
はなV・と考え，it｛常人22例を対照として各種皮
膚疾患159例に行ったエピネフリンによる副腎『皮：
質機能検布の成績た就いて述べる。
実駿方法
　　（1）樵査術式（第1図）：　：先づ71三射前（午前9il舗好酸
球数測定（対照働，ついで薩ちにエピネフリン（10DO倍渡）
体：重10kgに就き0．05　ccを皮注し，　4時置後再び好酸球
数を算定し，その減少率を対照値の百分…華で表わした。
　　また同轍にエピネフリン注射前後の被瞼尿に就き，段
墨画：（Benedict直接法）及びクレアチニイン：量（Folin法）を
測定し，尿酸とクレアチニンとの比をとって撮酸の増加…率
を表わした。食事は検査を行う前夜より紹食せしめた事は
言う迄もない。
　　好酸球数算定は，Tborn4）の言うDunger変法によう
直接法によった。善通行っている白血球数算定の方法にな
らって二重修酸で血液の凝固を阻止した後，白血球用メラ
ンヂユールに0．5線まで血液を吸引し，ついで下記の好酸
球特殊染色液を11線まで吸引しrff　Sに振撮する。　好酸球
の破壌を防ぐため振灘を30秒だけに』しめ，直ちにFuchs－
Ro3enthal計算板に流し込み，3分後好酸球数を計算した。
計算は計篁板全室を4回計算し，その亭均値を求めた。そ
の値：の6．25倍が1　mm3内の好酸球数である。
　　特殊好酸球染色液の組成は次の如くである。
　　　　　　2％エオジン水溶液　　5cc
　　　　　　アセトン　　　　　　　　5CC
　　　　　　蒸溜水　加えて全量　　100cc
　　3～4iri毎に渦製して氷室に貯え，使用前必ず濾過して
用いた。この液により赤血球は破壇され，好酸球は赤色に
染まるが他の自血球は染まらない。
　　（2）剣定；　好酸球数が対耳翼値に比し50％以上減少
の場合と尿酸・クレアチニン比が50％以上増加の場合を副
J）．　Thorn　et　al　：　J．A．M，A．，　137，　1005（194S）．
2）　McDermat　et　al　；　Proe．　Soe，　Exp．　Biol．　＆　Med　，　73，
　　609　（1950）．
3）Leonard　e七al：A．J．M．S．，220，939，651（1950）．
4）　Thorn　et　al　：　J．A．M．A，，　137，　1005（1948）・
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腎皮質機能は良好，以下を低下と断定した。 第3表　皮膚疾患に於ける槍査戒績
　　　　第1図　エピネフリン試験実施要頒
　　　　　　　　　　絶　　食　　　　　　　　　　　一．　；．一t．一　LL一　一一
　　　　　　探尿　　　　　　　　採尿　　　　一hp＝一一一1　r一一r　　 　　　　　　　　　　　 　　　　　一｝
　　　　　　　探血】cc　　　　　　　　探血1cc
　　　　　　　　　　↓エピネフリン　　　↓
　　　　　　　　　　1（皮注）
　　フ；〈200cc　　　　　フk　200cc　　　　　フk　200cc
　　　　“　；　　I　　J
　　一．　1一　．．　i．　”　1　一一　L”，　r．　1．r　．
tP，M　7．4．　）1　，VA，M　fA．M　10A，bl　］1：Y，）1　一’M　IP，M
検査前日樵垂當日
　1）1σ00倍エピネフリン体重10kgに就き0．05cc
　2）好酸球数1mm3中（Fuchs－Rosentbal　f吏用）
　3）尿酸量（Benedict直接法）クレアチニン（Folin法）
好酸球減少率　　　⑭
貌錦蛇チ（・／・）
槍査読数
159
50
魯魚
101（64％）
1　（2％）
低下
楡査成績
5S（36％）
49（9S％）
　　　（1）血申好酉猶腫数算定法と展中振酸。クレア
　　　　　　チニン比測定法との成績の比較
　　i）正常入に於ける成績1　樺かに2例であるが，各
3同槍査した成績は第1表に示す様に好酸球数減少率（以
下Eと略す）が駒岡大体近似値を示すにも拘らず，銀酸・
クレアチニン比増加率（以下H／Kと略す）は毎回極めて不
同な値を示していた。叉E算定法では低下の成績を示した
ものは22例中興か1例（9％）に過ぎなかったが，H／K測定
法による成績は6例Fli　k例が低下していた（第2表）。
第1表　同一入に就き3回検査した成績の比較
正常入
25オ　6
正常入
30オ　9
????
????
槍査同．数
1
一66％
一700ie／
H81“／e／
一　5％
2
一69％
＋20％
一78％
一30％
3
一65％
一30％
一85％
一43／Oe’
誰：ユ）一は減少，2）＋は増加を示す。
第2表　正常入に於ける槍査成績
好酸球減少傘　　　　（E）
讐騙嘉墨チ（H／・）
自訴月数1頁好
22
U
21（91％＞
o　（o％）’
低下
1　（9％）
6（tOO％）
　　ii）皮膚疾患における成続（第3表）：　副腎皮質機能
低下を示したものはEでは工59例中36％であったのに劉
し，HIKでは50例中98％で機能の頁好例がH／KではE
に比べて極めて少くならていた。
　　　　　　2）各種皮慮疾患に於ける成績
　　正常入．22例を対照として各種皮膚疾患159例（灘疹2δ
例，皮霞炎10例，茸麻疹g例，円形脱毛症15例，ヂ瓦一
リング庖疹状皮膚炎1．例，尋常性天癒瘡1例，多形滲出性
紅斑10例，結節性紅斑9例，雀卵斑9例，肝斑9例，リー
ル顔面黒皮症8例，酒蝦］0例，尋常性乾癬1Yijl］，帯状襯
皮症2例，アヂソン病2例，慢性円板状糸1：斑性狼瘡7例，
其の他23例）にエピネフリン注射による副腎皮質機能検査
法を行った成績は第4表に示してある。予め断っておくが
ここに述べる成績は血中好酸球数算定を実施しての成績で
ある。
　　1）漁疹（26例）：　急性10例では比較的麗範園に亘
った1例を除き9例は皮質機能更好であったが，慢性16例
では限局性の4例を除く12例に皮質機能低『ドを認めた。
　　2）皮膚炎（10例）1　金身’ド［三の1例が機能低下を示し
たのみで，限局性の9例は頁好であった。
　　3）藻麻疹（9例）：　二字しも急’1生で，50代の機能低下
を示した1例を除き残るS例は共に偏好であった。
　　4）多形滲出性紅斑（10fダ旺）：では中8例に機能の低
下を認めた。・
　　5）結飾性紅痴（g例）：　ではT．il　1例のみ機能の低下
をiR一　L，　S例は更好であった。
　　6）ヂユー・一リング庖疹状皮牌炎及び尋常性天片品（各1
例）：　前者は背部，頸部，前胸部，両上博に限局したもの
であり，後者は全身性で重篤な症例であったが，何れも機
能の低下を示していた。
　　7）円形脆毛症（15例）：では機能の低下を示した悪
性脱毛症2例を除き，　多武闘の13例では共に熱低であっ
た。
　　S）肝斑（1G例）及びリPル顔面黒皮症（8例）：　では
各々その牛数に機能の低下を示していた。
　　9）酒峡（10例）：　では中2例は低下，8例は頁好で
あった。
　　10）尋常性魚鱗癬及びダリエ病（各1例）：　では共に
機能艮好であった。
　　11）尋常性乾癬（11例）：　では中2例のみ低下を示し，
残る9例は頂1好であった。
　　12）帯状田干症（2例）：　では何れも前額，叛面に限局
したものであったが，共に機能低下を示していた。
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第　4　表
疾患　名 1例数
急　性　温　疹
慢　性　灘　疹
皮　　膚　　炎
毒　　肺　　疹
多形滲出性紅斑
結節性紅斑
原発性紅皮症
血瞥口縄性環1状琉i
ヂユーリング庖疹｝りこ皮膚炎
　尋常性天庖瘡
　匡1形脱毛症
　聯　　珠　　毛
　老入性下毛症
　雀　　卵　　斑
　肝　　　　斑
　リール顔面黒皮症
　爪　萎　　紺
　尋常性狼：瘡
　酒　　　　蚊
　尋常性魚鱗癬
　ダ　リ　＝　一病
　尋常性乾癬
レツクリング・1ホ蜘…症
　渦状紮皮症
　アヂソン病
慢性円板状糸ll斑ll生蓉良瘡
　梅　　　　毒
　関節ロィマ
??
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低
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1
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1
s
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4
1
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?．
1
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??
?」
???」
2
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3
3
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5
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?
1
1
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1
1
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1
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4
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1
1
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1
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1
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1
1
1
1　i　‘．）
?
4 ??
50－59，
得
?????
艮
1
1
3
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60以上
低
??
1
1
?
起
動
低???????????????
1
夏 ???
?????????
s．）1
　13）アヂソン病（2例）：　では書う迄もなく何れも機
能の低下が認められた。
　14）慢性円板状紅琉性着頁瘡（7例）：　では中5例1こ機
能の低下を認めた。
　15）　対象（22例）二　30代の1例に機能の低下を認めた
夕トは残りの21例では何れも機能は頂；好であった。
　　　　　　　　総　　括
　　以上の成績から，同一・人に3回行ったエ’ピネ
フリン注射による伽D好酸球の変動は大略一定し
た1直を示していたのに反し，H／Kの他は測定の度
毎にその位が著しく異なり而も変動が甚しく，叉
皮質疾患とは限らす｝E」常人でも副腎皮質機能の良’
好例（十50％以上）は極めて少数に：過ぎなかった。
このととは，エピネフリン注射4時閲後にHIK
を測定して副腎皮質機能を窺うことは不適当と認
められ，実用には使用し得なV・ごとを示すもので
ある。
　　血．中好酸球減少率からみた正常人および各種
皮膚疾患に於ける副腎皮質機能槍査の成績は，慢
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性漁疹・多形滲出性紅斑・肝：球荘・リール顔面黒皮
症・ヂュnリング萢四二皮膚炎・尋常性天癒癒・
慢性圓秋霜紅斑’【生狼瘡等では低下したものが多く，
早歌堆皮症，アヂソン病では全てに低下がみられ
た。
考　　按
　　副腎皮質機能槍査法はStressを：加えた際に：あ
らわれる一見L中及び尿中の副腎皮質ホルモン作用を
有する物質（Corticoid）を定量するのが最：も確実で
あるが，現在用いられてV・る生物学的及び化学的
定量法では副司皮質響胴からの個々のホルモンを
測定することが出來ない。そこで発達して來たの
が副腎皮質から種々なるSteroideが分泌された時
にあらわれる血中並びに尿中の変化から間接的に
皮質機能を推定するResponse　testである。その一
つに，Thom等が提奨するACTH投輿による並L
中の好酸球数の減少及び尿中尿酸の排泄塘加から
副腎皮質機能を検査する暫有輩な：方法（所謂Thor11’s
test）がある。然しACTHは国領なために，その
代｝．【1としてACTH投輿と賢く同様な結果の得ら
れるエピネフリン試験（Thorn，　Leonard）が一般に
採用されてV、る。
　　このエピネフリン試験は云う迄もなく下垂肥
前喋の1E常なことを前提としての話であるが，エ
ピネフリン注射によってACTHが分泌される作
用機序に関しては人により異なった見解がとられ
ている。Sayer5）は末：梢性液性論（peripheral　humo－
ral　theory）と，中枢性ilrll経書液ヒk論（central　neuro－
humoral　theory）とを考．え，次の三の経路を述べて
いる。
　　1）　エピネフリンが先ず間脳に働き，闇脳の
興奮が下垂体前葉に傳わってACTHを分泌する。
　　2）エピネフリンが直接下垂休前葉に働き．
ACTHの分泌を促す。
　　3）　エピネフリンは末楕細胞に働き，更にそ
この副腎皮質ホルモンの需要性を促し，それが闇
脳を介するか，または直接に下垂体前葉に働V・て
ACTH：の分泌を促す。
　　然し最近ぽエピネフリンが島島叉は下垂休前
葉に対し直接作川するという考え方よりは，むし
ろ紺織に対し非特異的刺戟として働く結果ACTH
の分泌を促すとする考え方に傾いている（Sayer，
Long）。　叉Ruppe16ノ等はエピネフリンは．直接好酸
球減少に作用するから副腎皮質機能楡査としてぽ
尿役立たなV・と云い，Wolfson7）ぽACTHによる
生体の反撃は選んだ示標（例えば好酸球減少率，
酸・クレアチニン比増：加i率，．血清Na／K，』A中ユ7－
Ketostcroid，副1腎アスコルビン声量及びコレステ
リン量の変動）によって一致した成績を示さない
ので色々の耳標につき数値的にあげるべきだと云
ってV・る。
　　 方，この槍査法にはlmm3中の好酸；球数が
］20以下の場合，算定の際に見られる誤差が20～
40％に見られ（Liftzenklrchens’）），叉1日闇におけ
る好酸球激の変動が著しく（Domarus9），　Rundlo），勝
昭」1）），更に叉アレルギー性疾患等では好酸球減少
率が小さいという楽な楡査実施の面で種々な制約
を受ける欠点がないわけではなV・。
　　然るに最近に於ける内分泌学の進歩により下
垂休前葉と副腎皮質との関連性，更にStressと下
垂体前葉一副腎皮質系との関係が，Selye，　Sayer等
によって明らかにされ，一方Kendal，　Hench等に
よって関節・イマ等の所謂C・11agen　diseaseと呼
ばれる一：詳の疾患にACTH，　Cortisonが一一時的に
せよ特’効を示すことが発見されて以來，臨外的に
Collagen　diseaseと下垂1本前葉一副腎皮質i系との雷
序性が明らかにさるるに至った。同様な見地から
一部の皮膚’疾患に於てACTH，　Cortisonが著効す
ると云う事実（Carnon，　S　pira・　，　Haseric）は疑もなく
或る種の皮膚疾患では副腎皮質と関連性のあるこ
とを示すものと考えられる。然るに皮膚疾患にエ
ピネフリン試験を試みたものぽ極めて勘い　（LU亡一
zenkirchen12），11t松ユ3））。從ってこれを一夕取上げて
5）　Sayer：　1’hysiol，　Rev．，　30，　241（1950）．
6）　Ruppel　＆　Hitzlberger　：　Sweiz．　Med．　Wsehr．，　81，　96
　　（1951）．
7）医学め歩み：11，92（il召26）．
S），　［），　10）　Ltitzenkirehen　：　Areh．　fi’r　Dermat．　u．　Syph．，
　　193，　495（1q．　51）．
11）11雰昭：11血会誌，24，4U（昭26）．
ls2）　LUtzenkirehen：　Areh，　fUr　Derma’t．　U．　Syph．，　193，
　　495（1951）．
ユ3）吉語公：」支と量必，13，372（ll召26）．
?
?
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槍鳴するのも無意義でない。
　　吾々が㌃E不入22例，　皮膚疾患159例に行つ
・たエピネフリン注射4時聞後の血L中好酸球数の変
動から副腎皮質機能を一つfc成績は甑に蓮；べてあ
る。対照として行った正常人22例では機能低下
を示した1例は別として残る21例がすべて機能
良好であったことは少なくともエピネフリン試験
に於て血中好酸球算定による副腎皮質機能が満足
なる結果を示すことを実証するものと考えても弟
支えあるまい。然し一見IE常に兄えても副腎皮質
からのホルモン産生状態に異常のあるものが20％
に見られる（LUtzenkirchen），叉年齢的に青年に比
し老人に：ACTH或はエピネフリンに対する皮質
の反慮の悪V・ものが多いという事実（Solomoni4），
縮汀P5），古閉，徳久）等は木干与法が副腎皮質機能
槍査法として不完杢なことを示すもので，現われ
た結果だけから判定を下すべきではなく，その他
’諸楡査の綜’含的成績に待つべきであろう。
　　エピネフリン投與の際に於ける尿酸・クレア
チニン比率加率（H／K）は前蓮の通り同一人に3回
行った馬鐸成績は毎回極めて不同な位を示すばか
りではなく，Thornの云うACTH投與の原法の
如く十50％以上を示す副腎皮質機能良好例は殆
どなく，全ての痘例に：低下していた点はBlissl“），
Duncani7），及び山田ユs‘等の成績と全く一：致してい
た。この事実は少なくともエピネフリン投與4時
国後のH／Kを測慨する方球が副腎皮質機能槍査
法として全く無出塁なことを示すものと考えても
良かろう。
　　漁疹・皮膚炎・襲獅！1疹・のYl　l　lきアレルギー性疾
患及びその類似疾患の中，急性漁舟・皮膚炎・急
性尋廊疹では病変の比較的廣範囲に亘った各々1
例宛に機能の低下を認めただけで，残る大多数は
良好であった。　にも拘らす慢性漁疹の16例では
限局性の4例を除いた12例（75％）に機能の低下
14）医学の歩み’F11，92（昭26），
】5）門田等：日木医事新報，No．14〔64（27，5，17）．
16）　Bliss：　」．　C．　End．，　11，　46　C1951）．
17）　Duneann：　J．　Cl．　lnvest．，　30，　908（！951）．
18）JJIM；レ1本医事蝦報，　No．1464（27，5，ユ7）．
19）　Canon　et　al　：　J　A．M．A，，　145，　201　（1951）．
20）　Schupbach　：　Areb．　Dermat．　u，　Syph．，　64，　783　（1951）・
野1）太田：皮尿誌，51，436（昭17）．
がみられた。副腎皮質機能の低下が一次的か二次
的かは別として少なくとも病棄の廣範囲に：亘る急
性漁疹・皮膚炎及び慢性漁疹では副腎皮質機能の
低下するものが多V・様に思われた。
　　1司じ範疇に属すると考えられる多形滲出性紅
斑と結節性紅斑が何れもACTH，　Cortisoni9）によ
く隠事するにも拘らす槍査成績はまったく相反し，
前者では副腎皮質機能の低下する症例が多く，後
者では少なかった点は少なからず興味を惹V・た。
　　譲に内分泌器官と関係があるとレ・われている
疾患では，ただ1例宛ではあるが，ヂューリング
親里状皮膚炎と≒｛夕蝉性天萢瘡とが何れも機能の低
一ドし七V・たことは，本症がACTH，　Cortison20ノ乃
至インテレ＝ンによく反平し，叉天萢瘡の剖発汗
に下垂体，副腎を始め各種内分泌腺に萎縮のみら
れた木根滞1）及び著者2コ）等の症例から併せ考え，
これら疾患が副腎皮質との間に密接な因果関係が
存在するものと考えられる。
　　圓形脱毛症の15例で1ま中2例に機能低下を
認めたが，この2例は全頭に脱毛のみられた悪性
型であった。機能の低下を示した要因が下垂体前
葉に存するか，將叉副腎皮質に存するかはただこ
れらの事実からはにわかに断定できない。
　　色素沈着症としてのリール顔面黒皮症，肝斑
等でぱいつれも機能の低下したものと良好なもの
とが相費してV・た。副腎・疾患にあっては皮膚が代
償的槻能町進を営む結果として，色素塘殖を縛す
と考える松木の論巳3），北村（包）24），　　　イ）1「titliミi・5）の女子
顔面黒皮症に内分泌異常が関平する読，精艸的衝
撃が素因え影響すると云う；岩’重の論6），本症中に
副腎皮質機能低下を：丁目）す症例を経験したという
飯島の示唆27），前葉移植による効果をみた皆見＝8）
及び著者例£9♪等と今回の吾々の国幣成績から，吾
々は素因，Stressに：Jlilうるに副腎皮質機能の低下
は少なくとも本症の発生要囚と密接な関係がある
22）小島：第97【nl札幌地方会にて発表（昭26）．
2…1）．松本：　弓田i謎i，22，516（大11）、
24）　1ヒ：；tsr（包）：　皮li生1誌，58，22（【1誹20）．
25）　伊藤二　Jxi　’1！1三旨志，57，2S（昭20），
26）岩重：臨豚皮泌，5，429（昭26）．
27），28）川村：臨川端泌，5，343（ll召26）．
29）小島：第96回札幌地方会にて発表（昭26）．
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ものと考えたい。
　　アヂソン病ではRuppe130は6例の中4例に
エピネフリン試験により機能良好な成績を得てい
るが，吾々の経験した2例ではいつれも皮質機能
の低下を示していた。而もその1例にヒトの副腎
皮質を移植して副腎皮質機能が一時的に好縛し，
色素沈浩も多少減じたことは色素沈浩と副腎皮質
との関係が明瞭に推定されて興味深V・。
　　慢性圓板歌紅封1i性狼瘡の7例では中5例に機
能の低下を認めた。本症にACTH3i，或Vl：　Cort｛一
son32）が反零して一時的の効果がみられ，叉急性
播種型では判槍例に諸内泌腺の萎縮がみられた症
例の観察されていること（速かぐ3），小林3つは本症
が少なく共下垂体前葉一副腎皮質系と密接な関係
があることを示すものと考えられる。
　　以上各種皮膚疾患に於てエピネフリン注射に
よる副腎皮質機能検査法を行った成績に就いて検
討してみたが，藪蛇した症例も少なく而もただ1
回しか測定できなかった症例も多いので，この成
績から直ちに各種皮膚疾患、に於ける副腎皮質機能
の良否を断定することは云う迄もなく無暴である1
然し或る種の皮膚疾患でぽ副腎皮質機能との間に
確かに関漣；性の存在することが考えられた。
小島・牧野・Iii本一一・一皮慮疾患と副腎皮質機能　　　　　　　　、　　　札幌医誌1952
　　　　　　　　　　　　ヂューリング萢疹欣皮膚炎・尋常性天疸癒及び慢
結　　語
　　ユ）正常人22例を対照として各種皮膚疾患
159例にエピネフリン試験を試みて副腎皮質機能
の欣態を窺った。
　　2）血中好酸球数の算定によった槍査成績は
慢性撚疹・多形滲出性紅斑。リール顔面黒皮症・
性圓寸寸紅斑1生狼療では副腎皮質機能の低下する
ものが多く，帯月ノ誰皮症及びアヂソン病ではすべ・
て機能低下を示してV・た。
　　3）エピネフリン試験でぽ尿中尿酸・クレア
チニン比の糟加は起らなかった。この事実から本
槍査は副腎皮質機育琶を窺う手段としては不適当と
考える。
　　4）　エピネフリン試験に：於ける好酸球第烏底に
よる副腎皮質機能検査法は作用機縛に対する見解
の相異や実施面に於て種々な欠点もあるが，臨沐
的に極めて簡易な槍杏法であって，皮膚疾患に於
ける副腎皮質機能の状態を概ね把握し得るのに役
立つものと考えられる。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，Sum．mary
　　　　To　throw　light　oll　the　relatiollship　between　dermatologic　disorders　alld　their　adrenocorticaI
function，　we　pcrformed　the　clinical　and　silnple　so－called‘‘Thorn’s　Te3t”for　the　patients．
　　　　That　ls，　this　was　one　of　response　test，　and　assay　procedure　based　upon　a　decrease　ill　the
number　of　circulating　eosinophil　cells　and　an　increase　in　th．e　urea－creatinine　ratio　in　the　urine
followlllg　a．11　injection　of　ep｛nephrine．　　　’
　　　　The　number　of　circulating　eosi血ophil　cells　was　dir’ectly　counted　by　Dunger’s　modificatlon，
ursa　by　Benedict’s（direct）and　creatinine　by　Folin，s　method　respectively，　before　and　4　hours　after
an　epinephTine　injection・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し　　　　The　adreno－cortical　function　was　counted　evaluated　as　follows、　Decrease　more　than　50％
in　the　number　of　eosinophils　followed　epinephrine　injection　was　normal，1ess　than　50％　was
hypofunc．tion．　Increase　mor¢than　50％in　the　urea　creatinille　ratio　followed　epinephrine　inj．ection
was　normal，　Iess．　than　50％was　hypofttnctin．
　　　　　ユ）　Count　of　circulating　eosi．nophil　cells　was　performed　for』22　normal　healthy　controles　and
159　cases　of　var三〇us　kinds　of　dermatologic　disorders．
　　　　2）Many　cases　of　Eセze舞a　chronicum，　Erythema　exsudativum　multiforme，　Melanosis　Rhiel，
Dermatitis　herpetiforlnis　Duhring，　Pempl］igus　vulgaris　and　Lupus　erythematosus　discoides　showed
hypofunctin　of　adreno　cortex．
　　　　3）All　cases　of　Sclerodermia　en　bandes　and　Morbus　Addisonii　showed　adreno　corticaI
hypofunction．
　　　　4）There　was　almost　no　increase　of　urea　followed　by　epinephrine　injection，　therefore，
increase　of　urea　creatinine　rat｛o　was　almost　a．lways　less　than　50％．　Additioll　to　th｛s，　there　were
great　various　in　the　same　healthy　control　cases　in　each　estimations．　By　above　mentioned　reasons，
it　was　concluded　that，．．奄煤@was　not　adequa吐e　to　evaluate　adreno－cortica正the　function　by　i．ncreasing
rate　of　urea－creatinine　ratio．
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